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可
海
潮
音
』

の
成
立
背
景

沢

次

げ
れ

μ
山口
h
門

I 

趣

己
日

わ
が
邦
に
初
め
て
泰
西
の
本
格
的
な
象
徴
詩
を
紹
介
し
た
翻
訳
詩
集
『
海
潮
音
』
は
、
明
治
三
八
年
（
一
九

O
五
年
）
一

O
月
に
東
京
の
本

郷
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
、
翻
訳
者
の
上
田
敏
は
三
二
歳
と
い
う
新
進
気
鋭
の
英
文
学
者
で
あ
り
、
小
泉
八
雲
（
「
止
の
え
5
固め山門口）

の
後
任
と
し
て
、
夏
目
激
石
、

ア
i
サ
ア
・
ロ
イ
ド
（

rF己
巴
。
三
）
と
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
学
講
師
の
職
に
あ
り
、

そ
の
文
壇
に
お
け
る
名
芦
は
『
文
芸
論
集
』
や
『
最
近
海
外
文
学
』
等
の
評
論
集
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、

こ
ん
に
ち
上
田
敏
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
評
論
集
の
著
者
と
し
て
で
は
な
く
、
『
海
潮
音
』

の
翻
訳
者
と
し
て
で
あ

る
。
北
原
白
秋
は
「
明
治
大
正
詩
史
概
観
し
（
現
代
日
本
文
学
全
集
第
三
七
編
『
現
代
日
本
詩
集

現
代
日
本
漢
詩
集
』
昭
和
四
年
四
月
、
改

造
社
）
の
な
か
で
、
『
海
潮
音
』
の
ご
と
き
名
訳
は
「
前
代
に
も
見
ず
、
大
正
昭
和
を
通
じ
て
も
絶
え
て
後
を
継
ぐ
も
の
は
現
れ
ぬ
」
と
し
、

上
田
敏
を
「
近
代
詩
壇
の
母
」
と
ま
で
評
価
し
て
い
る
。



と
こ
ろ
が
『
海
潮
音
円
午
、
が
近
代
日
本
文
学
史
上
こ
の
よ
う
な
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
基
礎
的
な
文
献
調
査
は
ま
だ
充

分
に
な
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

本
稿
で
は
『
海
潮
音
』
の
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
リ
、

必
要
な
基
礎
的
文
献
資
料
の
紹
介
に
と
ど
め
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

報
告
は
以
下
の
手
順
で
行
な
う
。

（
一
）
上
田
敏
と
本
郷
書
院
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
（
二
）
翻
訳
詩
の
発
表
時
期
と
発
表
誌
を
検

討
し
、
『
海
潮
音
』
の
編
纂
が
、

し、

~ 

ど
の
よ
う
な
過
程
で
な
さ
れ
た
か
。
（
一
ニ
）
上
田
敏
が
翻
訳
す
る
に
際
し
依
拠
し
た
原
典
は
何
か
。

（
四
）
そ
の
原
典
が
『
海
潮
音
』
の
翻
訳
詩
の
配
列
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、

の
四
点
で
あ
る
。

II 

上
田
敏
と
本
郷
書
院
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手
順
（
一
）
と
し
た
上
田
敏
と
本
郷
書
院
の
関
係
を
検
討
す
る
。

そ
れ
に
は
上
田
敏
が
生
前
、
著
訳
書
を
刊
行
し
た
出
版
書
患
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
（
次
頁
、
表
A
参
照
）

表
A
か
ら
二
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
第
一
に
口
一
海
潮
音
』
刊
行
以
前
で
上
田
敏
と
最
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
出
版
書
嘩
は
文
友
館
で
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

な
ぜ
之
砕
潮
音
』
は
文
友
館
か
ら
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
か
。
第
二
に
上
田
敏
の
生
前
・
没
後
を
通
じ
、
本
郷
書
院
は
上

田
敏
の
著
訳
書
を
『
海
潮
音
』
以
外
に
は
刊
行
せ
ず
、

し
か
も
上
田
敏
と
本
郷
書
院
は
そ
れ
ほ
ど
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
に
も
拘
ら
ず
、

な
ぜ
『
海
潮
音
』
だ
け
が
本
郷
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
か
、

で
あ
る
。

第
一
の
疑
問
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
上
田
敏
と
文
友
館
の
関
係
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

表
A
か
ら
三
砕
湖
音
』
の
刊
行
以
前
、
上
田
敏
と
出
版
書
患
の
関
係
は
総
じ
て
一
著
訳
書
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
出
版
書
卑
一
社
の



上
田
敏
の
著
書

月

表
I A 

刊

行

年

明
治

四
年

月二七四三
月月月月

明
治
三
二
年

" 

" 

｜大大 大大明明明明明明明
正正 正正治治治治治治治

I ,, 四四四三三三三＂
五四 三二三二 O 八七六五

l年年 年年年年年年年年年

10 O 七六 六六六三 O
｜月月月月月月月月月

三
月

主

日

書

名

著

『
耶
蘇
』
（
世
界
歴
史
譜
第
三
編
）

『
新
体
中
学
国
文
教
程
L

（
大
町
桂
月
と
共
編

吋
同
町
刷
、
－
Nの
円
c
b
N
K山
b
q
h
M
V一回同

『
最
近
海
外
文
学
』

『
み
を
つ
く
し
』
（
翻
訳
美
文
集
）

『
文
芸
論
集
』

『
詩
型
、
ダ
ン
テ
』

『
最
近
海
外
文
学
続
編
』

『
正
訳
英
和
新
辞
典
”
』
（
上
田
万
年
と
共
編
）

h
h
v
R
3
2
N
h

久
3
N
h
～r
b
h
》さ
h
h
・
い
ぐ
。
一
∞
・

2
惜
潮
音
』
（
翻
訳
詩
集
）

『
文
芸
講
話
』

『
心
』
（
ア
ン
ド
レ
イ
エ
フ
原
作
）

『
小
説
渦
巻
』

『
思
想
問
題
』

『
現
代
英
文
学
』
（
現
代
評
論
叢
書
第
一
一
編
）

可
独
語
と
対
話
門
出

『
し
ド
日
U
ハ
』

句
同
九
円
九
h
切
言
誌
に
た
『
A
N
E

－h
h
b
h
g
L町旬、
h
・

全
一

O
巻）

出
〈
。
｝
mw
－

出

版

令

官

卑

博

文

館

大
日
本
図
書
株
式
会
社

丸

善

株

式

会

社

文

友

館

文

友

館

春

陽

堂

金

港

堂

文

友

館

富

山

房

大

倉

書

店

本

相

書

院

金

尾

文

淵

堂

春

陽

堂

大

倉

書

店

近

代

文

芸

社

簡

易

生

活

社

弘

学

館

書

店

阿

蘭

陀

書

房

明

治

書

院
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割
合
で
割
り
当
て
ら
れ
る
が
、
例
外
と
し
て
文
友
館
に
だ
け
は
つ
一
著
訳
書
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
文
友
館
は
上
田
敏
と
特
別

な
関
係
に
あ
っ
た
出
版
主
日
曜
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
も
文
友
館
か
ら
『
海
潮
音
』
の
姉
妹
編
で
あ
る
翻
訳
美
文
集
「
み
を
つ
く
し
』
も
刊
行

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
『
海
潮
音
』
も
同
じ
文
友
館
か
ら
刊
行
さ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
理
由
を
知
る
た
め
に
は
、
文
友
館
と
は
如
何
な
る
出
版
書
睡
で
あ
っ
た
か
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
表
B
参
照
）

表
B
か
ら
文
友
館
が
最
初
に
上
田
敏
の
著
作
を
掲
載
し
た
の
は
小
説
集
『
青
燈
集
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
上
田
敏
が
文

表
B 

明明
l刊治治

面三』行
年年

文
友
館
の
刊
行
物

明
治

五
年

明
治
三
七
年 年

刊

行

物
市
一
一
日
名

者

・

編

者

月

" 

九六五三 H 二＂二 O 八 五 五
月月月月 月 月月月月月

伊

藤

銀

（

編

）

伊

藤

銀

鳳

晶

子

東
京
新
詩
社
（
編
）

上

回

敏

上

田

敏

太

川

水

穏

上
目
敏
（
主
幹
）

上

田

敏

星

野

天

知

森
鴎
外
（
主
幹
）

久
保
よ
り
江
（
編
）

" 

『
唱
歌
と
軍
歌
』

『
茶
話
』
（
人
物
評
論
集
）

可
み
だ
れ
髪
』
（
東
京
新
詩
社
と
合
同
発
行
）

『
青
燈
集
』
（
小
説
集
）

可
最
近
海
外
文
学
』

『
み
を
つ
く
し
』
（
翻
訳
美
文
集
）

『
つ
ゆ
草
』
（
詩
歌
集
）

「
芸
苑
」
創
刊
（
創
刊
号
の
み
で
廃
刊
）

『
最
近
海
外
文
学
続
編
』

『
山
菅
』
（
小
品
集
）

「
芸
文
」
創
刊
（
同
年
八
月
二
巻
で
廃
刊
）

『
瑠
璃
草
』
（
歌
文
集
）

" " 

f匂士
、ナ
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友
館
と
繋
が
り
を
も
つ
に
至
っ
た
契
機
は
、

『
青
燈
集
』

を
編
纂
し
た
東
京
新
詩
社
つ
ま
り
社
幹
の
与
謝
野
鉄
幹
を
仲
介
と
し
て
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
以
来
、
明
治
三
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
上
田
敏
は
文
友
館
発
行
の
出
版
物
に
深
く
か
か
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の

は
表
B
を
み
て
の
と
お
り
で
あ
る
c

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

上
田
敏
が
雑
誌
「
芸
苑
」

お
よ
び
雑
誌
「
芸
文
」

の
発
刊
に
中
心
人
物
と
し
て
参
画
し
て
い
る
事
実
で
あ

る
。
こ
れ
は
上
田
敏
が
文
友
館
と
提
携
し
、
自
己
の
文
学
活
動
の
拠
点
の
確
立
を
企
図
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
「
芸
苑
」
創
刊
号
の
目
次
を
み
る
と
、

芸
苑
（
表
紙
画
）
・
藤
島
武
二
、
芸
苑
に
題
す
上
田
敏
、
ミ
ウ
ズ
（
画
）
・
藤
島
武
二
、
か
た
お
も
ひ
（
小
説
）
・
上
田
敏
、
テ
ニ

ソ
ン
卿
と
プ
レ
ラ
フ
ァ
エ
ラ
イ
ト
：
：
：
平
田
禿
木
、
聖
女
セ
シ
リ
（
問
。
∞
店
主
）
、
シ
ャ
ロ
ッ
ト
姫
（
出
巳

g
g
z
g円
）
、
詩
聖
ダ
ン
テ
序

：
・
：
上
田
敏
、
童
女
マ
リ
ア
（
問
。
∞
ω
2
Z
）
、
童
女
マ
リ
ア
解
説
：
・
：
上
田
敏
、
路
氏
楽
話
：
・
上
田
敏
、
希
臓
戯
曲
小
史
・
千
葉
臨

川
、
夏
の
芝
居
（
画
）
：
・
：
長
原
止
水
、
『
美
術
講
話
』
を
読
む
：
・
上
田
敏
、
『
東
洋
学
会
会
報
』
・
：
上
田
敏
、
『
歌
舞
伎
』
・
上
田
敏
、

『
長
唄
楽
譜
』
・
・
上
田
敏
、
『
ア
ス
ト
ン
氏
日
本
文
学
史
』
・
井
上
十
吉
。

- 5 -

と
あ
り
、
内
容
の
大
半
が
上
田
敏
に
よ
り
占
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
意
図
で
創
刊
さ
れ
た
「
芸
苑
」
は
創
刊
号
の
み
で
廃
刊

し
た
。

そ
し
て
同
年
二
月
に
廃
刊
し
た
雑
誌
「
め
ざ
ま
し
草
」
の
同
人
を
中
核
と
し
、
さ
ら
に
今
ま
で
両
誌
と
直
接
に
は
関
係
の
な
か
っ
た

雑
誌
「
帝
国
文
学
」
の
登
張
竹
風
、
畔
柳
芥
舟
を
参
加
さ
せ
て
再
編
成
さ
れ
、
同
年
六
月
に
あ
ら
た
に
「
芸
文
L

と
し
て
主
幹
に
森
鴎
外
を

迎
え
創
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
つ
芸
文
」
の
創
刊
を
斡
旋
し
た
中
心
人
物
が
千
葉
鉱
蔵
（
臨
川
・
掬
香
と
号
す
）
で
あ
る
。

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
「
故
森
林
太
郎
先

生
追
憶
の
記
L

（
雑
誌
「
三
田
文
学
し
大
王
一
一
年
八
月
）
に
記
さ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
「
芸
文
」
は
、
明
治
ゴ
一
四
年
小
倉
師



団
に
赴
任
中
の
森
鴎
外
が
偶
々
上
京
し
た
と
き
、

千
葉
鉱
蔵
と
の
会
話
で

つ
め
ざ
ま
し
草
」

を
刷
新
し
新
雑
誌
を
刊
行
す
べ
き
こ
と
を
述

ゃ
J、、
、

ち
ょ
う
ど
翌
年
の
陸
軍
省
勤
務
に
と
も
な
う
森
鴎
外
の
帰
京
に
よ
り
実
現
し
た
と
い
う
成
立
事
情
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て

「
芸
文
」

i土

寸
め
ざ
ま
し
草
」
を
継
承
発
展
し
た
雑
誌
と
し
て
の
性
格
を
つ
よ
く
持
つ
こ
と
に
な
る
。

千
葉
鉱
蔵
か
ら
新
雑
誌
創
刊
の
相
談
を
う
け

た
上
田
敏
は
、

「
芸
苑
」
の
主
張
を
保
持
す
る
条
件
の
も
と
に
「
芸
文
L

に
合
流
す
る
こ
と
を
快
諾
し
、

関
係
者
の
賛
同
を
得
て
「
芸
文
L

創
刊
に
至
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。

し
か
し
、
真
相
は
必
ず
し
も
千
葉
鉱
蔵
の
云
う
よ
う
に
順
調
に
行
な
わ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
明
治
三
五
年
五
月
九
日
付
平
田
禿
木
宛
の
上

田
敏
書
簡
肯
定
本

上
田
敏
全
集
』
第
一

O
巻
［
昭
和
五
六
年
一

O
月
、
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
］
）
に
よ
れ
ば
、
「
芸
文
」
創
刊
に
漕
ぎ
つ
け
る

ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
困
難
な
意
見
の
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
上
田
敏
は
「
芸
文
L

創
刊
に
つ
い
て

-6-

の
見
通
し
と
し
て
、

昨
日
掬
香
氏
へ
二
条
申
入
侯
。
即
ち

一
、
大
同
団
結
な
ら
ば
小
生
の
「
芸
苑
」
存
置
の
事

二
、
千
駄
木
と
吾
等
と
な
ら
ば
双
方
廃
刊
の
事

第
二
は
目
下
の
形
成
上
到
底
不
可
能
の
事
な
ら
む
も
、
第
一
も
掬
香
氏
の
意
見
に
て
は
不
可
能
な
り
と
い
ふ
。

と
記
し
、
折
衝
を
平
田
禿
木
に
委
託
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
上
田
敏
が
飽
く
ま
で
「
芸
苑
」
の
存
続
に
固
執
し
、

た
と
え
そ
れ
が
叶
わ
ぬ

場
合
で
も
「
め
ざ
ま
し
草
」
と
全
く
同
等
の
立
場
で
新
雑
誌
を
創
刊
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
新
雑
誌

発
刊
に
際
し
当
時
の
「
め
ざ
ま
し
草
」
特
に
主
幹
で
あ
る
森
鴎
外
の
名
声
や
実
績
を
考
慮
す
れ
ば
、
事
実
上
「
芸
苑
」
を
「
め
ざ
ま
し
草
」

に
吸
収
合
併
す
る
の
が
当
然
な
筈
で
あ
る
。
が
、
敢
え
て
そ
れ
に
対
し
異
を
唱
え
た
と
こ
ろ
に
、
自
己
の
文
学
活
動
の
拠
点
確
立
を
め
ざ
す



上
田
敏
の
決
音
ゆ
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

結
局
、

上
田
敏
の
主
張
を
尊
重
す
る
こ
と
で
問
題
は
解
決
し
、

「
芸
文
」
は
「
芸
苑
」
と
「
め
ざ
ま
し
草
」
の
合
流
し
た
折
衷
的
な
新
雑

誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
上
田
敏
は
独
占
的
な
雑
誌
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
わ
り
に
、

そ
の
代
償
と
し
て

森
鴎
外
と
親
し
く
提
携
し
一
層
幅
ひ
ろ
く
活
動
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
芸
文
」
も
わ
ず
か
二
巻
で
廃
刊
し
た
。
単
に
廃
刊
し
た
だ
け
で
な
く
、
出
版
書
障
の
文
友
館
の
手
を
離
れ
、
同
人
の

自
費
出
版
と
い
う
か
た
ち
で
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
雑
誌
「
万
年
州
L

の
創
刊
で
あ
る
。
文
友
館
か
ら
の
「
芸
文
」
の
分
離

独
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
森
鴎
外
が
無
署
名
で
つ
万
年
州
」
創
刊
号
巻
頭
の
題
辞
に
、

芸
文
の
将
に
巻
ノ
第
三
に
刊
し
到
ら
ん
と
す
る
や
、
発
先
書
皐
事
に
擬
げ
ら
れ
て
久
し
く
果
さ
ず
。
同
人
質
を
損
て
〉
発
行
す
る
に
意

あ
り
。

-7-

と
記
す
が
、
そ
の
「
事
」
の
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

カミ

「
芸
文
」
巻
二
が
発
行
予
定
よ
り
一
と
月
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
、

又
、
「
芸
文
」
の
廃
刊
後
し
ば
ら
く
の
問
、
文
友
館
か
ら
刊
行
物
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
「
芸
文
」
が
発
行
困
難
に
な
っ

た
の
は
文
友
飽
の
経
済
的
な
事
情
に
起
因
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
出
版
書
障
と
「
芸
文
」
同
人
の
聞
に
何
ら
か
の
阻
断
が
生
じ
た
の
で
は
な

、、A

、

U
，刀

と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
寸
芸
文
」
が
文
友
館
か
ら
分
離
独
立
し
「
万
年
州
」
が
創
刊
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
が
同
時
に
上
田
敏
と
文
友
館
の
密
月
時
代
の

終
震
と
な
っ
た
。
以
後
、
上
田
敏
が
文
友
館
と
関
わ
る
の
は
、
明
治
三
七
年
九
月
に
発
行
さ
れ
た
歌
文
集
『
瑠
璃
草
』
（
久
保
よ
り
江
編
）
に

わ
ず
か
に
序
文
を
寄
せ
る
だ
け
に
と
ど
ま
る
。



そ
れ
で
は
『
海
潮
音
』
は
、

な
ぜ
本
郷
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
の
疑
問
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
文
友
館
の
場
合
と
同
様
、
上
田
敏
と
本
郷
書
院
の
関
係
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

f
－

品
V

、
為
、

中’

V
刀

そ
の
た
め
に
は
順
序
と
し
て
、
本
郷
書
院
が
如
何
な
る
出
版
書
睡
で
あ
っ
た
か
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
表
C
参
照
）

表
C
か
ら
『
海
潮
音
』
刊
行
以
前
に
本
郷
書
院
が
刊
行
し
た
書
籍
の
特
徴
は
、
雑
誌
「
明
星
L

ま
た
は
東
京
新
詩
社
に
関
わ
り
を
も
っ
た

本
郷
書
院
の
刊
行
物
（
『
海
潮
音
』
刊
行
以
前
の
も
の

II " " " II 不" " " 

明
治
三
八
年
一

O
月

ヰカ

ιz 

名

『
主
母
草
』
（
詩
歌
集
）

『
英
独
対
訳
小
倉
百
人
一
首
』

『
恋
衣
』
（
詩
歌
集
）

『
世
界
冒
険
少
年
談
』

『
金
帆
』
（
詩
集
）

可
春
品
集
』
（
詩
集
）

『
西
吟
新
訳
』
（
翻
訳
詩
集
）

『
時
代
笑
話
滑
稽
文
学
』

明

『
評
釈
日
本
絶
句
選
』

『
滑
稽
笑
話
b

『
新
編
実
用
裁
縫
書
普
通
部
』

可
新
編
実
用
裁
縫
書
高
等
部
』

『
美
文
韻
文
筆
の
あ
と
附
作
文
大
要
』

" " " 

『
海
湖
音
門
口
（
翻
訳
詩
集
）

著

者

・

編

者

等
子

越 小 蒲 i己押山佐与
）｜｜謝

廼原原上川登藤野
美

背無有柴春子芝鉄

山絃明舟浪増峰幹
j[j 

日
日日

佐高高峰久と

藤橋橋川保ru 

岩岩清

明明
治治

八． 戸七
年年

"0七玉＂一二五
月月月 月月月

雅
子
・
与
謝
野
品
子

芝菊菊石天

随水
・
渡

衛
・
桜

衛
・
桜

峰

井井辺

敏

衛衛江
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詩
歌
人
た
ち
の
詩
歌
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
東
京
新
詩
社
と
本
郷
書
院
が
、
き
わ
め
て
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
証
拠
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
『
海
潮
音
』
が
上
田
敏
と
馴
染
み
の
な
い
本
郷
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
窺
う
こ
と
の
で
き

る
東
京
新
詩
社
と
の
親
密
な
関
係
に
拠
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

III 

翻
訳
詩
の
発
表
時
期
と
発
表
誌

手
順
（
二
）
と
し
た
『
海
潮
音
』
に
お
け
る
翻
訳
詩
の
発
表
時
期
お
よ
び
発
表
誌
を
検
討
す
る
。
（
次
頁
、
表
D
参
照
）

表
D
か
ら
『
海
潮
音
』
の
翻
訳
詩
全
五
七
編
の
う
ち
、
雑
誌
「
明
星
」
に
発
表
さ
れ
た
も
の
は
半
数
以
上
の
三

O
編
に
達
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

特
に
明
治
三
八
年
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
は
、

毎
月
定
期
的
に

「
明
星
」

に
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ

- 9 -

い
。
そ
し
て
つ
明
星
」
と
の
関
係
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
詩
集
の
書
名
で
あ
る
『
海
潮
音
』
が
同
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
翻
訳
詩
編
の
総
題

寸
海
潮
音
」
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

『
海
潮
音
』
と
「
明
星
」
と
の
繋
が
り
は
並
々
な
も
の
で
は
な
く

『
海
潮
音
』
は
明

ら
か
に
寸
明
星
」
の
文
化
圏
よ
り
生
ま
れ
た
翻
訳
詩
集
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

当
時
、
上
田
敏
は
一
流
書
卑
を
含
む
出
版
書
障
か
ら
一

O
冊
に
及
ぶ
著
訳
書
を
刊
行
し
、
学
界
お
よ
び
文
壇
に
確
平
と
し
た
地
位
を
確
立

し
て
い
た
。

し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

平一手処
L

・
寸
芸
文
L

は
長
続
き
す
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に
廃
刊
と
な
り
、

つ
い
で
上
田
敏
の
よ
き
理
解
者
で
あ

り
、
『
海
潮
音
』
を
献
げ
ら
れ
た
森
鴎
外
の
日
露
戦
争
出
征
に
と
も
な
い
「
万
年
州
」
も
廃
刊
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

以
後
、

自
己
の
文

学
活
動
の
拠
点
を
失
っ
た
上
田
敏
は
雑
誌
「
精
華
」
や
雑
誌
「
中
央
公
論
」
に
参
加
す
る
が
、
結
局
は
自
己
の
欲
す
る
よ
う
に
自
由
な
活
動
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と
発
表
誌

尚

詩
入
名
は
上
田
敏
の
表
記

拠
る

月

「

明

" 

土
す

ニヨロ

翻

訳

、
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ

J
F
曲」

フ
ラ
ン
ソ
ア
・
コ
ベ
エ
「
礼
拝
L

ダ
ン
テ
・
ゲ
プ
リ
エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
イ

H

「
恋
の
玉
座
」

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
「
春
の
朝
」

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
「
出
現
L

H

「
至
上
善
」

ギ
ク
ト
ル
・
ユ
ウ
ゴ
オ
「
良
心
L

カ
ア
ル
・
ブ
ッ
セ
「
山
の
あ
な
た
」

オ
イ
ゲ
ン
・
ク
ロ
ア
サ
ン
「
秋
」

ヘ
ル
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ポ
シ
ン
グ
ル

テ
オ
ド
ル
・
ス
ト
ル
ム
「
水
無
月
」

シ
ェ
ク
ス
ピ
ヤ
「
花
く
ら
べ
L

ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
イ
「
花
の
教
」

シ
ュ
リ
・
プ
リ
ュ
ド
ン
「
夢
L

ダ
ン
テ
・
ゲ
ブ
リ
エ
ル
・
ロ
セ
ッ
テ
イ
「
春
の
貢
L

エ
ミ
イ
ル
・
ズ
ル
ハ
ア
レ
ン
「
鷺
の
歌
」

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
「
岩
陰
に
」

ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
リ
「
心
も
空
に
L

「

曲
」

「
わ
か
れ
」

星」

ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ
「
燕
の
歌
」

ホ
セ
・
マ
リ
ヤ
・
デ
・
エ
レ
デ
ィ
ヤ

「

出
征
」

備

考

一
「
楽
芦
」
中
に
散
文
訳
で
掲
載

散
文
訳
で
掲
載

寸
英
文
学
に
顕
れ
た
る
花
」
中
に
掲
載

副
題
「
象
徴
詩
」

初
出
題
「
秋
の
教
」

「
ダ
ン
テ
「
新
生
L

章
第
一
」
中
に
掲
載
初
出
題
「
第

一
ソ
ネ
ッ
ト
オ
」

- 10 -



明
治

｝＼ 

年

一

一

月

一

一

「

白

合

」

一

シ

ェ

ク

ス

ピ

ヤ

明

治

三

六

年

五

月

「

英

文

学

に

顕

れ

た

る

花

」

か

ら

翻

訳
詩
の
み
転
載

月

一

一

ク

リ

ス

テ

イ

ナ

・

ロ

セ

ッ

テ

イ

「

花

の

教

」

H

H

一
「
精
華
」
一
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
ヱ
リ
「
心
も
空
に
」
「
新
生
（
ダ
ン
テ
）
」
中
に
掲
載
初
出
題
「
ソ
子
ト
オ
第

一

一

一

」

明

治

三

七

年

一

O
月
「
ダ
ン
テ
「
新
生
」
章
第
一

一

を

改

稿

転

載

六

月

三

明

星

ニ

エ

ミ

イ

ル

－

w

ヱ

ル

ハ

ア

レ

ン

「

法

の

夕

」

総

題

「

象

徴

詩

」

一

一

ズ

ル

レ

イ

ヌ

「

落

葉

L

H

一

一

エ

ミ

イ

ル

－

i

ル
ハ
ア
レ
ン
「
水
か
ひ
ば
」

一
ア
ン
リ
・
ド
ゥ
・
レ
ニ
エ
「
花
冠
」

一

一

ジ

ォ

ル

ジ

ュ

・

ロ

オ

J

ア
ン
バ
ッ
ハ
「
昔
（
一
氏
日
」

一

一

ア

ン

リ

・

ド

ゥ

・

レ

ニ

エ

「

銘

文

」

一

一

月

「

愛

の

教

L

七
月
一
「
明
星
二
ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ
ル
「
大
餓
餓
L

ホ
セ
・
マ
リ
ヤ
・
デ
・
エ
レ
デ
ィ
ヤ
「
床
L

ボ
ド
レ
エ
ル
「
信
天
翁
」

プ
ル
レ
イ
ヌ
「
よ
く
み
る
ゆ
め
」

ボ
ド
レ
エ
ル
「
人
と
海
L

ハ
イ
ネ
「
花
の
を
と
め
」

ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ
ル

ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ
「
篠
懸
」

H

「
声
曲
」

ヰ
ル
ヘ
ル
ム
・
ア
レ
ン
ト

F’ II んFII II II II II II II 

II II )¥. II 

月

「「

明音

II 

II 

II 

II 

II II II 

日

「
花
く
ら
べ
L

II II II II II んFII II II 

星 楽

「
真
昼
」

II II 

II 

II 

If 

「
わ
す
れ
な
ぐ
さ
」

If II II II 

総
題
「

j毎
II 潮 II

コヨ二
日

II II 

初
出
題
「
よ
く
見
る
夢
」

総初
題出
「題
光「

II 明花月
道の
」少

女
L 

総
題

H

初
出
題
「
シ
ォ
パ
ン
の
即
興
楽
を
き

〉
て
」
明
治
三
四
年
一
一
一
月
「
楽
士
ど
か
ら
翻
訳
詩
の

-11-



ギ
ル
ヘ
ル
ム
・
ア
レ
ン
ト
「
わ
す
れ
な
ぐ
さ
」

ホ
セ
・
マ
リ
ヤ
・
デ
・
エ
レ
デ
ィ
ヤ
「
珊
瑚
礁
」

ボ
ド
レ
エ
ル
「
破
鐘
」

マ
ラ
ル
メ
「
嵯
嘆
」

エ
ミ
イ
ル
・
ズ
ル
ハ
ア
レ
ン
「
火
宅
L

H

「
畏
怖
」

ジ
ア
ン
・
モ
レ
ア
ス
「
賦
L

オ
オ
パ
ネ
ル
「
白
楊
L

円
「
海
の
あ
な
た
の
L

H

「
故
国
L

月

一

O
月
一
「
明
星
」
一
エ
ミ
イ
ル
・

0

ヱ
ル
ハ
ア
レ
ン
「
時
鐘
」

初

出

未

詳

一

（

不

明

）

ル

コ

ン

ト

・

ド

ゥ

・

リ

イ

ル

コ

家

」

一

H

一

（

）

ボ

ド

レ

エ

ル

「

薄

暮

の

曲

」

一

H

一

（

）

H

「

長

」

一

十

（

）

ズ

ル

レ

エ

ヌ

「

誓

喰

」

一

一

（

）

パ

ウ

ル

・

パ

ル

シ

ユ

「

春

」

一

一

（

）

ブ

ラ

ウ

ニ

ン

グ

寸

謄

望

」

一

発

土
計
九

｜時

明
治
三
八
年

II II II II II II II II II 

II }¥. 

月
II 九 II

月
II II II II II 

「

明

星

L

「
音
楽
新
報
L

「

明

表II ，， II II II II II II II II II II II 

誌
十

訳

詩

商j

ア
ル
ベ
エ
ル
・
サ
マ
ン
「
伴
奏
」

ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ

J
F
曲」

星
L

｛荷

- 12 -

II II II fl II II II 



" 

" 

" " 

ギ
エ
レ
・
グ
リ
フ
イ
ン
「
延
び
あ
く
び
せ
よ
」

ア
ル
ト
ウ
ロ
・
グ
ラ
ア
フ
「
解
悟
」

ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ
「
海
光
」

" 

" 

十＂

" 

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
上
田
敏
の
状
況
に
着
目
し
て
、

今
ま
で
以
上
の
親
密
な
関
係
を
む
す
び
、

「
明
星
」
と
い
う
恰
好
の
櫓
舞
台
を
貸
し
与
え
て
、

定
期
的
に
集
中
的
に
翻
訳
詩
を
発
表
す
る
企
画
を
し
、

そ
れ
を
ま
と
め
て
詩
集
に
上
梓
す
る
こ
と
を
慾
湿
し
た
の
が

「
明
星
」
主
幹
の
与

謝
野
鉄
幹
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

上
田
敏
が
与
謝
野
鉄
幹
と
親
し
く
な
っ
た
契
機
は
、

「
明
星
」
に
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、

そ
の
時
期
は
「
明
星
」
に
お
け

- 13 -

る
上
田
敏
の
著
作
の
初
見
が
、
明
治
三
三
年
一

O
月
の
ピ
エ

I
ル
・
ロ
チ
（
2
P
R
F。
ゴ
）
原
作
の
翻
訳
「
屠
牛
の
声
L

（
後
に
「
屠
牛
」
と

改
題
）
で
あ
る
こ
と
か
ら

ほ
ぼ
そ
の
頃
と
み
て
よ
い
。

上
田
敏
の
与
謝
野
鉄
幹
へ
の
好
誼
は
、
所
謂
『
文
壇
照
魔
鏡
』
事
件
で
与
謝
野
鉄

幹
が
社
会
的
に
弾
劾
さ
れ
苦
境
に
陥
っ
た
と
き
も
少
し
も
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

つ
い
に
上
田
敏
が
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
の
長
男

光
の
名
づ
け
親
に
な
る
ま
で
親
密
な
も
の
と
な
る
。

そ
し
て
今
度
は
与
謝
野
鉄
幹
が
「
明
星
」
の
誌
面
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
思
う
よ
う
に

文
学
活
動
の
出
来
な
い
上
田
敏
を
支
援
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
上
田
敏
に
と
り
一
定
の
期
間
で
は
あ
る
が
自
分
の
自
由
に
腕
を
振
る

う
こ
と
の
で
き
る
発
表
の
場
を
獲
得
し
た
こ
と
を
意
味
し
、

「
明
星
」

に
と
っ
て
は
満
州
に
い
る
森
鴎
外
を
除
け
ば
匹
敵
す
る
者
の
な
い
学

匠
の
翻
訳
者
を
抱
え
込
ん
だ
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
う
し
て
『
海
潮
音
』
の
成
立
し
た
背
景
が
明
ら
か
に
な
る
に
し
た
が
い
、
企
画
者
と
し
て
の
与
謝
野
鉄
幹
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
く
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
な
お
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。



大」
J

l
＼

、

つ
ぎ
に
『
海
潮
音
』
の
翻
訳
詩
を
発
表
時
期
か
ら
み
る
と
、
表
D
に
お
い
て
点
線
で
区
切
る
よ
う
に
三
つ
に
分
類
で
き
る
。

第
一
の
時
期
に
あ
た
る
明
治
三
四
年
一
二
月
か
ら
三
八
年
二
月
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
翻
訳
詩
は
、
当
初
、
主
に
「
万
年
州
」
に
一
と
月
お

き
に
発
表
さ
れ
て
い
た
が
中
断
さ
れ
、
半
年
後
「
明
星
」
や
「
白
百
合
」
等
の
文
芸
雑
誌
に
散
発
的
に
発
表
さ
れ
る
。
こ
れ
は
客
分
と
し
て

は
雑
誌
に
執
筆
で
き
て
も
、
所
詮
、
自
己
の
主
催
す
る
機
関
誌
を
持
つ
こ
と
の
叶
わ
な
か
っ
た
上
田
敏
の
立
場
を
示
す
も
の
と
み
て
よ
い
。

第
二
の
時
期
に
あ
た
る
明
治
三
八
年
六
月
以
降
に
発
表
さ
れ
た
翻
訳
詩
は
、

「
明
星
」
誌
上
に
そ
れ
ぞ
れ
総
題
を
付
し
、

毎
月
集
中
的
に

発
表
さ
れ
て
い
る
。

『
海
潮
音
』
は
も
と
も
と
書
名
を

『
詩
集
』
と
し
て
蒲
原
有
明
の
詩
集
『

u

春
鳥
集
』
の
巻
末
に
出
版
広
告
さ
れ
る
が
、

同
年
七
月
「
明
星
」
に
発
表
さ
れ
た
詩
編
の
総
題
「
海
潮
音
」
が
詩
集
の
書
名
と
し
て
採
用
さ
れ
、

そ
の
上
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
翻
訳

詩
は
『
海
潮
音
』
の
中
心
を
形
成
す
る
詩
編
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
の
詩
編
は
あ
ら
か
じ
め
詩
集
に
ま
と
め
る
こ
と
を
意
識
し
計
画

第
三
の
初
出
未
詳
の
翻
訳
詩
は
、
『
海
潮
音
』
の
編
纂
時
期
に
、
急
逮
、
付
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、

と
推
定
さ
れ
る
。

- 14 -

的
に
発
表
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

根
拠
に
つ

い
て
は
『
海
潮
音
』
の
原
典
お
よ
び
そ
の
影
響
関
係
の
問
題
と
関
わ
る
の
で
後
述
す
る
。

IV 

『
海
潮
音
』
の
原
典

手
順
（
一
二
）
と
し
た
上
田
敏
が
翻
訳
す
る
に
際
し
依
拠
し
た
原
典
を
検
討
す
る
。
（
次
頁
、
表

E
参
照
。
尚
、
表

E
は
島
田
謹
二
氏
・
安
田
保

雄
氏
の
研
究
成
果
、
江
＊
を
も
と
に
、
筆
者
が
京
都
大
学
所
蔵
の
上
田
敏
旧
蔵
本
お
よ
び
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
上
田
敏
旧
蔵
本
目
録
冨
∞
・

内
ミ
。
～
。
室
内
久
守

g
p

凡

S
H
F
内
円
九
守
司
令
ミ
久
門
、
ミ
R
H

匂

S
を
調
査
し
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

表
E
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
翻
訳
詩
が

h

海
潮
音
』
に
記
さ
れ
る
出
典
に
直
接
基
づ
く
も
の
で
な
く
、
当
時
流
布
し
て



表E F海潮音J の翻訳詩の原典

翻訳詩 （ 上田敏の依拠した原典

！ダンヌンチオ ｜ 

燕の歌 i Arthur Symonsの英訳本 FRANCESCA

I DA RI."o/IINI, Heinemann, London, 1902. 

声曲 I D'Anun凹 io; TRIONFO DELLA 

｜凡!fORTE,Fratelli Treves，孔llilano,n.d. 

i （上田敏旧蔵本、署名および 1(,02年の日付

｜あり。現在所在不明）、又は、 G.Herelle 

の仏訳本 TRIOMPHEDE LA MORT, 

Levy Freres, 1896. 

l ノレコント・ドゥ・リイノレ

真昼

大機餓

象

ホセ・マリヤ・デ・エレディヤ

珊瑚礁

床

出征

シュリ・フ。リュドン

性生T
，主F

1ボドレエル

｜ 信天翁

！ 薄暮の曲

｜ 破鐘

｜ 人と海

｜鳥

｜ヱツレレエヌ

｜ 害時

I よく…

H. E. Berthon 編； SPEC！凡!fRNSOF 

凡!fODERN FRENCH VERSE, Mac-

millan, London, 1899. 

H. E. Berthon 千布 ; op. cit. 

H. E. Berthon編； op.cit. 

]. M. Heredia; LES TROPHEES, Al-

phonse Lemerre, Paris, n.d. （上田敏旧蔵

本）及び、 H.E. Berthon編； op.cit. 

J. M. Heredia；ψ. cit.及び、 H.E. Ber-

thon編； oρ.cit. 

J. M. Heredia；ο＇P・ u't. 

Sully-Prudhomme; LES EPREUVES, 

Alphonse Lemerre, Paris, n.d. （上田敏旧

蔵本）

I H. E. Berthon編； op.cit. 

H. E. Berthon編； op.cit. 

H. E. Berthon編； op.cit. 

H. E. Berthon編； op.cit. 

H. E. Berthon編； oρ.cit. 

I H.E. B町 thon編； op.cit. 

I P. V町 laine;PO企llダ

1 Leon Vanier, Paris, 1903. （上田敏旧蔵本）｜

｜及び、 H E. Be山 n編； ψd ! 
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翻訳詩

落葉

ギクトノレ・ユウゴオ

良J心

フランソア・コベエ

礼拝

ヰルヘルム・アレント

わすれなぐさ

｜ヵアル・フ、、ツセ

I 山のあなた

｜ノミウノレ・ノ〈ノレシュ

｜春
！オイゲン・クロアサン

｜秋
！ヘルベノレタ・フォン・ポシンゲ、ル

わかれ

｜テオドル・ストルム

水無月

；ハインリッヒ・ハイネ

i 花のをとめ

iブラウニング

謄望

出現

岩陰に

春の朝

至上善

ヰリアム・シェイクスピヤ

花くらべ

上田敏の依拠した原典

P. Verlaine; oρ. cit.及び、 H.E. Berthon 

編； op.cit. 

H. E. Berthon編； ψ.cit. 

H. E. Berthon 編； op.cit. 

L. Jacobov＼叶＜i編； NEVELIEDER DER 1 

BESTEN NEUEREN DICHTER ' 

FUR’S VOLK, Liemann, Berlin, 1899. 

L. Jacobo＼＼叶王i手肩； oρ． cit. 

L. Jacobowski編； op.ci 

L. Jacobo＼＼叫＜i＊肩； op.cit. 

L. Jacobo＼＼叫＜i編； op.cit. 

L. Jacobowski編； op.cit. 

A. Rubinsteinの楽譜に付されたドイツ詰 i
原詩、及び、その英訳詩であるが、英訳詩！

については未詳。 ｜ 

R. Browning; ROBERT BROWNING’si 
SELECTED POE凡!JS, n.p. n.d.〔1〕（上；

田敏旧蔵本、署名および April,1898の日！

付あり。現住所在不明）、又は、同；；

POEMS OF ROBERT BROWN！入re,

Crowell, New York, n.d.〔2〕（上田敏旧蔵！

本、現在所在不明）。

R. Browning; op. cit.〔1〕，〔2〕．

R. Browning; op. cit.〔1〕，〔2〕．

R. Browning; op. cit.〔1〕，〔2〕．

R. Browning; op. cit.〔1〕，〔2〕．

未詳。
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翻 訳 詩 I 上田敏の依拠した原典

クリスティナ・ロセッティ ｜ 

花の教 ｜未詳。

ダンテ・ゲプリヱル・ロセッティ｜

小曲

恋、の玉座

春の貢

ダンテ・アリギエリ

心も空に

！エミイル・ズルハアレン

I 鷺の歌

法のタ

水かひば

畏l布

火宅

時鐘

ジョルジュ・ロオデンバッハ

黄昏

アンリ・ドゥ・レニエ

銘文

愛の教

D. G. Rossetti; THE HOUSE OF 

LIFE, Thomas B. お1osher, Portland, 

1898. （上凹敏旧蔵本）

D. G. Rossetti; op. cit. 

i D. G. Rossetti; op. cit. 

D. G. Rossettiの英訳本 EARLYITAL-

N POETS, Ge吋 Newnes& Charles [ 

Scribner’s Sons, London & New York, ・ 

1904. （上田敏旧蔵本、署名および March,; 

1905の日付あり。）を参照したか。

E. VigiふLecocq; LA POESIE, COJ'¥ん

TEMPORAINE, 7884-7896，九1ercurede 

France, Paris, 1896. 

i AD. van Bever & Paul Leautaud編；

POET ES D’AU]OURD’HUI 7880-1900, i 

A1orceaux Choisis，孔1ercure de France, I 

Paris, 1900. 4をmeed. （上田敏旧蔵本、署 l

名および Aug.1904の日付あり。）

AD. van Bever & Paul Leautaud編；

op. czt. 

AD. van Bever & Paul Leautaud編；

op. cit. 

Edmund Gosse; FRENCH PROFILES, 

Heinemann, London, 1904. 

AD. van Bever & Paul Leautaud編；

op. cit.及び、 E VigiιLecocq; op. cit. 

I AD. van Bever & Paul 山 ud編； l

｜ゅ d

f AD. van Bever & Paul Leautaud編；

I op. cit. 

! AD. van Bever & Paul Lea山

- 17ー



｜ 翻訳詩 I 上田敏の依拠した原典 i 

ゅ cit. I 

AD. van Bever & P::rnl Leautaud編； l
I op. cit. I 

｜フランシス・ギエレ・グリフィン

｜ 延びあくびせよ

lアルベエル・サマン

花冠

伴奏

ジャン・モレアス

賦

マラノレメ

睦嘆

オオパネル

白楊

フア一フ

の

グ

た

・

オ

な

ロ

チ

あ

ウ

ン

国

の

ト

悟

ヌ

懸

光

一

故

海

ル

解

ン

篠

海

一

ア

ダ

一

AD. van B… ＆  Paul 山 aud編； l
op. czt. 

未詳。

AD. van Bever & Paul Leautaud編；

op. cit. 

S. Mallarme; VERS ET PROSE, Per-

rin, Paris, 1901. （上田敏旧蔵本）

William Sharp；“ THE MODERN 

TROUBADOURS，＇’ Quarteη Review, 

No. 194, Oct. 1901.〔1〕

William Sharp; op. cit.〔1〕

William Sharp; op. cit.〔1〕

William Sharp；“ IT ALI AN POETS 

OF TODAY，＇’ Quartery Review, No. I 

196, Jul. 1902.〔2〕 i

William Sharp; op. cit.〔2〕

未詳。
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い
た
詞
華
集
や
評
論
か
ら
訳
出
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
海
潮
音
』
で
は
ボ
！
ド
レ

i
ル
の
翻
訳
詩
の
出
典
は
町
凶
悪
の
華
』

と
記
さ
れ
る
が
実
際
は
H
・
E
・パ

l
ソ
ン
の
－
詞
華
集
で
あ
り
、

オ
ー
パ
ネ
ル
の
翻
訳
詩
の
出
典
は
『
詩
集
』
と
記
さ
れ
る
が
実
際
は
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
シ
ャ
ー
プ
の
評
論
で
あ
る
。

そ
し
て
上
田
敏
が
翻
訳
す
る
に
際
し
依
拠
し
た
原
典
の
特
徴
と
し
て
、
当
時
に
お
け
る
象
徴
主
義
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
文
学
を
紹
介

し
解
説
す
る
詞
華
集
や
評
論
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

主
要
な
原
典
を
二
例
挙
げ
れ
ば
、
翻
訳
詩
一
五
編
の
原
典
と
な
っ
た
H
・
E
・パ

l
ソ
ン
の
詞
華
集
は
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授

の
編
者
が
英
語
を
母
国
語
と
す
る
学
生
を
対
象
に
近
代
フ
ラ
ン
ス
詩
を
教
授
す
る
目
的
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
序
章
で
「
フ
ラ
ン
ス
詩

の
構
造
L

を
解
説
し
た
あ
と
、
第
一
部
「
行
情
詩
の
再
流
行
」
と
し
て
ロ
マ
ン
主
義
運
動
を
、
第
二
部
「
同
時
代
の
詩
人
た
ち
」
と
し
て
高

- 19 -

踏
派
と
象
徴
主
義
を
掲
げ
て
分
類
し
、
代
表
的
な
詩
人
ご
と
に
原
詩
を
挙
げ
、
巻
末
に
後
注
を
つ
け
て
各
詩
人
の
略
歴
を
記
し
、
原
詩
の
わ

か
り
に
く
い
箇
所
に
簡
単
な
説
明
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
翻
訳
詩
一

O
編
の
原
典
と
な
っ
た
ア
ド
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ヴ
ェ
ル
＆
ポ

l
ル
・
レ
オ
ト
！
の
詞
華
集
は
、
当
時
に
お
け
る
新
思
潮
で

あ
っ
た
象
徴
主
義
の
代
表
的
な
詩
人
た
ち
の
文
学
を
序
文
に
記
す
よ
う
に
「
教
育
的
に
」
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
詩
人
は
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
順
に
配
列
さ
れ
、
詩
人
の
略
歴
、
同
時
代
の
評
価
、
文
献
目
録
が
手
際
よ
く
記
さ
れ
る
。
上
田
敏
旧
蔵
本
に
お
け
る
書
き
込
み
の
多
く

は
文
献
目
録
に
関
す
る
も
の
で
、
『
海
潮
音
』
の
翻
訳
詩
に
関
す
る
書
き
込
み
は
特
に
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
新
し
い
文
学
を
紹
介
す
る
目
的
を
持
っ
た
こ
れ
ら
の
原
典
を
底
本
と
し
て
、

そ
れ
に
倣
う
か
た
ち
で
『
】
海
潮
音
』
の
序
文

に
記
す
よ
う
に
翻
訳
者
の
噌
好
と
異
な
り
象
徴
詩
の
紹
介
に
つ
と
め
所
々
に
解
説
文
を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『
海
潮
音
』

は
こ
う
し
た

原
典
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
啓
蒙
的
な
性
格
の
認
め
ら
れ
る
翻
訳
詩
集
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



v 

原
典
と
翻
訳
詩
の
配
列

手
順
（
四
）
と
し
て
、
原
典
が
『
海
潮
音
「
』
の
翻
訳
詩
の
配
列
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
検
討
す
る

守
山
件
潮
音
』
の
翻
訳
詩
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
法
則
が
認
め
ら
れ
る
。

第
一
の
法
則
は
、
『
海
潮
音
』
の
翻
訳
詩
が
主
要
な
原
典
ご
と
に
大
別
さ
れ
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

表
E
か
ら
『
海
潮
音
』
は

H
・
E
・パ

l
ソ
ン
の
詞
華
集
、

L
・
ヤ
コ
ボ
ウ
ス
キ

l
の
詞
華
集
、

ア
ド
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ヴ
ェ
ル
＆
ポ

l

ル
・
レ
オ
ト
！
の
詞
華
集
を
柱
と
し
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
特
に
『
海
潮
音
』
の
刊
行
が
計
画
さ
れ
る
明
治
三
八
年
六
月

以
降
に
発
表
さ
れ
た
翻
訳
詩
の
主
要
な
原
典
で
あ
る

H
・
E
・パ

l
ソ
ン
の
詞
華
集
と
ア
ド
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ヴ
ェ
ル
＆
ポ

I
ル
・
レ
オ
ト
！

の
詞
華
集
を
『
海
潮
音
』
の
前
半
部
、

後
半
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

内
容
と
し
て
は
、

H
－

E
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パ
I
ソ
ン
の
詞
華
集
が
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
高
踏
派
か
ら
象
徴
主
義
に
か
け
て
当
時
よ
り
や
や
以
前
の
時
代
の
詩
人
に
対
応
し
、

ア
ド
・
ヴ
ァ

ン
・
ブ
ヴ
ェ
ル
＆
ポ
！
ル
・
レ
オ
ト

l
の
詞
華
集
が
そ
れ
以
後
の
当
時
に
お
け
る
現
代
の
象
徴
主
義
詩
人
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の

中
心
を
包
み
込
む
よ
う
に
し
て
、
巻
頭
と
巻
末
に
ダ
ヌ
ン
チ
オ
の
詩
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
田
敏
の
ダ
ヌ
ン
チ
オ
へ
の
傾
倒
を
う
か
が
わ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
上
田
敏
の
ダ
ヌ
ン
チ
オ
に
関
す
る
知
識
は
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
の
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
「
両
世
界
評
論
L

河
町
で
句
同

同
）
同
切

b
q同
し
ペ

同
向
。
見
匂
同
匂

に
掲
載
さ
れ
た

E
・
M
・
ヴ
ォ
ギ
ュ
エ
の
評
論
「
羅
旬
文
芸
復
興
」
（
円
宮
・
ぐ
。
mcm
一E

F
K
F
H
N
一
何
』

Z
〉
出
回
〉
Z
打
開
戸
〉
斗
H
Z開
コ
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ヌ
ン
チ
オ
を
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
文
芸
の
新
思
潮
の
導
き
手
と
し
て
理
解

し
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。

第
二
の
法
則
は
、
こ
う
し
て
原
典
別
に
配
列
さ
れ
た
後
、
同
じ
原
典
の
各
詩
人
は
主
に
今
ま
で
挙
げ
た
原
典
の
評
論
や
解
説
に
基
づ
く
上



田
敏
の
西
洋
文
学
の
知
識
に
よ
り
配
列
し
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
但
し
、

こ
れ
に
止
し
・
ヤ
コ
ポ
ウ
ス
キ

l
の
詞
華
集
等
の
場
合

の
よ
う
に
幾
つ
か
の
例
外
が
認
め
ら
れ
る
。
）

た
と
え
ば
H
・
E
・パ

l
ソ
ン
の
詞
華
集
の
場
合
、
表
E
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
ほ
ぼ
高
踏
派
か
ら
象
徴
主
義
に
か
け
て
の
文
学
史
の
流

れ
を
踏
ま
え
て
配
列
さ
れ
る
。

ユ
ー
ゴ
ー
や
コ
ペ
！
が
後
に
配
列
さ
れ
る
こ
と
は
例
外
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
、
こ
の
二
編
の
翻
訳
詩
は
同

じ
原
典
か
ら
訳
出
さ
れ
る
明
治
三
八
年
六
月
以
降
に
発
表
さ
れ
た
翻
訳
詩
と
比
較
し
て
、
発
表
時
期
が
明
治
三
五
年
五
月
・
明
治
三
六
年
四

月
と
一
隔
り
長
編
の
叙
事
詩
と
い
う
点
で
性
格
を
異
に
し
、

し
か
も
H
・
E
・パ

l
ソ
ン
の
－
詞
華
集
か
ら
L
・
ヤ
コ
ボ
ウ
ス
キ
！
の
詞
華
集
へ

移
行
す
る
に
際
し
つ
ぎ
に
く
る
短
編
の
行
情
詩
と
の
対
照
を
明
確
に
す
る
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。

ア
ド
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ヴ
ェ
ル
＆
ポ
！
ル
・
レ
オ
ト

l
の
詞
華
集
の
場
合
は
、

ま
ず
ベ
ル
ギ
ー
の
象
徴
主
義
詩
人
と
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主
義

同
様
に
ア
ン
リ
・
ド
・
レ
ニ
エ
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主
義
詩
人
の
は
じ
め
に
配
列
さ
れ
る
。

そ
し
て
更
に
マ
ラ
ル
メ
が
ジ
ャ
ン
・
モ
レ
ア
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詩
人
と
に
大
き
く
分
類
さ
れ
、
そ
の
代
表
的
な
詩
人
と
し
て
エ
ミ
！
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ

l
レ
ン
が
ベ
ル
ギ
ー
の
象
徴
主
義
詩
人
の
は
じ
め
に
、

ス
の
後
に
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
に
お
け
る
現
代
の
象
徴
主
義
詩
人
全
体
と
し
て
最
初
と
最
後
に
代
表
的
存
在
と
し
て
エ
ミ

i
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ

l
レ
ン
と
マ
ラ
ル
メ
が
来
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
の
法
則
は
、

各
詩
人
に
お
け
る
翻
訳
詩
の
配
列
は
同
じ
原
典
に
拠
る
場
合
に
原
則
と
し
て
原
典
の
詩
の
配
列
（
原
典
が
二
つ
の
場
合

は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
配
列
）
に
従
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

尚、

L
・
ヤ
コ
ボ
ウ
ス
キ
！
の
詞
華
集
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ャ
ー
プ
の
評
論

の
場
合
も
例
外
と
し
て
、
こ
の
法
則
が
適
用
さ
れ
る
。
（
次
頁
、
表

F
参
照
）

表
F
に
記
さ
れ
る
番
号
は
翻
訳
詩
の
原
典
に
お
け
る
配
列
順
序
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
表
F
の
最
初
に
あ
る
ル
コ
ン
ト
・
ド
・

リ
ー
ル
を
例
に
と
る
と
、
原
典
の

H
・
E
・パ

I
ソ
ン
の
詞
華
集
に
リ
l
ル
の
詩
は
四
編
あ
り
、

つ
ぎ
の
順
序
で
配
列
さ
れ
る
。
玄
E
r
F
O



原典における翻訳詩の配列順序（原則として閉じ原典・閉じ詩人の場合に

かぎる）

I I m Ill* rn# 
POE九1ES

I ! SATUR-
I I I NIE NS 

' 1~~－0 ~ みるゆめ｜ 2 1 

落葉 I 1 

I ! L. Jacobowski I 
｜ ｜ の詞華集 I

i ＇~：：；~A ｜わすれなくさ（ 1 i 

カアル・ブッ！ ~LI のあなた I 3 ! 

セ l I I 

パウル・パル｜春 ｜ ｜ 

オイゲン・ク｜秋 I , 

ロアサン ｜ ｜ ｜ 

ヘルベルタ・｜わかれ I s ¥ 
フォン・ポシ l i 

I I jiネナ~~.

総題「光明道」

の冒頭詩

総題「海j朝音」

の官頭詩

初出未詳詩

総題「白E法部」

の冒頭詩

考2
1
 

H
”
口

M

t
れ
uv

キ
マ

コヨ
nH

訳

大鰐餓

ホセマリヤ｜珊瑚礁

デ・エレディ

ムテ

表 F

l原作者｜
｜ルコント・ド l真昼

lゥ・リイ／レ

番羽

象

初出未詳詩

2 

ー

ヲ

臼

今

J

4

戸コ

征

床

出

信天翁

薄暮の曲

破鐘

人と海

鳥

ボドレヱル

初出未詳詩

初出未詳詩
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ヱピノレレエヌ



｜十 B h i I 
原 作 者 ｜ 翻訳詩 の詞華集［ ［備 考｜

テオドル・ス！水無月 I 6 I I I 

トルム I I I I 

!75ゥニング｜民主－ : --- 未詳 I ｜初出未詳詩 i 

I I：：に l fl i 

｜ ｜春の朝 ｜ fl 

! ｜至上善 I 

I l一一－［ T函 OUSE 1 

I I OF LIFE I 

iダンテ・ゲブ｜小曲 i 1 

｜リエノレ ロセ l恋

エミイル・こど｜鷺の歌

ノレハアレン ｜法のタ

｜水かひば

畏怖

火宅

時鐘

AD. van Bever 

I & P. Leautaud 

の詞華集

2 

4 

r、
_) 

アンリ・ドゥペ銘文 ! 1 

レニエ ｜愛の教 l 2 I I 

1 THE ' 

I I i MODERN 
i I TROUBA-

I I DO URS 

総題「象徴詩」

の冒頭詩

明治 38年 10

月に急逮発表

オオパネ／レ i白梼 I 2 I iオオパネル連 l

｜ ｜ ｜作の最初の詩

I ! l編
故国 I 1 I 

海のあなたの 1 3 I 
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考

［初出未詳詩

Di ii 
1 ITALIAN I 

I POETS OF I 
1 TODAY i 

土
す

二
三
日訳！原作者 l

！アルトウロ i解悟

1クラアフ ｜ 

iダンヌンチオ｜篠懸

翻

何
百
三
号

Z
E
B
P
F
F
2
］山］守
r
p
E
P

∞R
E
F戸

5
2
の
順
序
で
あ
る
。

｝
こ
で
『
海
潮
音
』
に
翻
訳
さ

れ
て
い
な
い
詩

F
o

内
月
三
母
国
王
B
R
を
除
外
す
れ
ば
「
真
昼
L

云
E
F
が
一
番
最
初
に
あ
る
の
で

1
、

「象」

HL2
巴
8
7
8
Z
は
二
番
目
に
あ
る
の
で
2
、
「
大
銭
餓

L
m
R
E
明

ω
5
2
は
最
後
の
三
番
目
に
あ
る
の

で
3
と
な
る
o
w
M
1

ホ
セ
・
マ
リ
ヤ
・
デ
・
エ
レ
デ
ィ
ヤ
の
場
合
の
よ
う
に
原
典
が
二
つ
考
え
ら
れ
る
場
合
は
二

っ
と
も
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

表
F
か
ら
明
か
な
よ
う
に
大
体
に
お
い
て
各
翻
訳
詩
は
番
号
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

し
て
こ
の
法
則
に
適
わ
な
い
配
列
に
な
っ
て
い
れ
ば
、

そ
の
翻
訳
詩
が
雑
誌
発
表
時
に
全
体
の
冒
頭
の
詩
と
し
て

配
列
さ
れ
た
重
要
な
詩
編
か
、

ま
た
は
初
出
未
詳
の
詩
編
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
海
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2 

潮
音
』
全
体
の
翻
訳
詩
の
配
列
を
考
慮
し
、

そ
の
必
要
性
の
た
め
に
第
三
法
則
と
異
な
り
例
外
的
な
配
列
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
表

F
の
L
・
ヤ
コ
ボ
ウ
ス
キ
！
の
詞
華
集
で
、

も
し
各
詩
編
が
第
三
法
則
ど
お
り
配
列
さ
れ
れ
ば

1
2
3
4
5
6
と
順
番
ど
お
り
に
な
る
筈
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
は
2
と
3
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
2

に
当
た
る
パ
ウ
ル
・
パ
ル
シ
ュ
の
つ
春
L

に
注
目
す
る
と
初
出
未
詳
詩
で
あ
り
、

し
か
も
原
題
の
「
五
月
」
（
冨
巳
）

と
あ
る
の
を
訳
出
す
る
と
き
に
「
春
L

と
わ
ざ
わ
ざ
訳
し
変
え
て
い
る
。
こ
れ
は
類
似
し
た
構
成
を
持
つ
つ
ぎ
の

詩
編
オ
イ
ゲ
ン
・
ク
ロ
ア
ッ
サ
ン
の
「
秋
」
と
対
照
さ
せ
る
編
纂
意
図
に
よ
り
第
三
法
則
と
異
な
る
配
列
に
し
た

と
推
定
さ
れ
る
。

エ
ミ

l
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ

I
レ
ン
の
場
合
は
ア
ド
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ヴ
ェ
ル
＆
ポ

l
ル
・
レ
オ
ト
！
の
4

詞
華
集
を
原



典
と
し
な
い
「
鷺
の
歌
」
と
寸
火
宅
」
を
例
外
と
し
て
除
け
ば
1
2
3
4
と
順
番
ど
お
り
に
な
る
筈
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
は
2
1
4
3
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
初
、
明
治
三
八
年
一

O
月
に
急
逮
発
表
さ
れ
た
3
に
当
た
る
「
時
鐘
」
は
翻
訳
す
る
予
定
が
な
く
、
代
表
作
と
し

て
ヴ
ィ
ジ
エ
・
ル
コ
ッ
ク
の
評
論
お
よ
び
エ
ド
ム
ン
ド
・
ゴ
ツ
ス
の
評
論
に
掲
げ
ら
れ
た
寸
鷺
の
歌
」
と
っ
火
宅
」
を
そ
れ
ぞ
れ
は
じ
め
と

お
わ
り
に
配
列
し
、

そ
の
な
か
に
ア
ド
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ヴ
ェ
ル
＆
ポ
！
ル
・
レ
オ
ト

I
の
詞
華
集
の
詩
三
編
を
入
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
な
か
の
詩
三
編
が
2
1
4
と
な
る
。

2
に
当
た
る
「
法
の
夕
」
が
第
三
法
則
に
異
な
っ
て
先
に
来
て
い
る
の
は
総

題
「
象
徴
詩
し
の
冒
頭
詩
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
「
時
鐘
」
が
付
け
加
え
ら
れ
た
結
果
、

い
ま
み
る

よ
う
に

2
1
4
3
と
い
う
配
列
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
尚
、
っ
鷺
の
歌
」

と

「
時
鐘
」

は
ヴ
ィ
ジ
エ
・
ル
コ
ッ
ク
の
評
論

『
現
代
詩
』

を
も
原
典
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
詩
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
内
容
を
異
に
す
る
別
個
の
章
に
お
い
て
で
あ
る
こ

と
こ
ろ
で
第
三
法
則
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

そ
の
法
則
の
例
外
と
し
て
初
出
未
詳
詩
の
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
例
外
的
な
配
列
は
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と
か
ら
、
第
三
法
則
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
）

コ
得
潮
音
』
全
体
の
翻
訳
詩
の
配
列
を
考
慮
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
手
順
（
二
）
で
述
べ
た
初
出
未
詳
詩
が
編
纂
時
に
加
え
ら
れ

た
も
の
と
す
る
推
定
に
関
係
す
る
。

初
出
未
詳
詩
が
編
纂
一
時
に
加
え
ら
れ
た
と
す
る
根
拠
と
し
て

つ
ぎ
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
イ
）
初
出
未
詳
詩
は
第
三
法
則
に
異
な
っ

て
ま
で
も
、
各
詩
人
の
詩
編
の
は
じ
め
や
お
わ
り
、

ま
た
は
次
の
詩
編
と
対
照
さ
せ
る
よ
う
な
重
要
な
位
置
に
配
列
さ
れ
る
こ
と
か
ら
詩
集

の
編
纂
を
考
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

（
ロ
）
初
出
未
詳
詩
の
原
典
は
『
海
潮
音
』
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
明
治
三

八
年
六
月
以
降
の
発
表
詩
と
同
じ
原
典
で
あ
り
、
内
容
か
ら
み
て
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
訳
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
（
ハ
）
『
海

潮
音
』
の
出
版
予
定
日
が
、
「
明
星
L

に
発
表
さ
れ
た
広
告
に
よ
る
と
、

当
初
九
月
一
日
で
あ
っ
た
の
が
一

O
月
一
日
に
変
更
さ
れ
、

大
」
ム

J



に
同
月
一
三
日
に
至
る
と
い
う
よ
う
に
詩
集
の
刊
行
の
時
期
が
延
期
さ
れ
、

し
か
も
同
じ
初
版
本
で
あ
り
な
が
ら
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本

の
よ
う
に
他
と
異
な
り
奥
付
の
日
付
に
不
備
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
発
表
し
た
詩
編
だ
け
で
短
期
間
に
詩
集
を
構
成

す
る
に
は
編
纂
が
手
間
取
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

の
三
点
、
が
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
み
て
く
る
と
、

『
海
潮
音
』
は
、

三
つ
の
法
則
に
よ
り
周
到
な
配
慮
の
も
と
に
配
列
さ
れ
た
翻
訳
詩
集

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

VI 

む

す

ひ：

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

『
海
潮
音
』
は
「
芸
文
」
の
廃
刊
に
絡
み
文
友
館
と
提
携
で
き
な
く
な
っ
た
上
田
敏
が
、

与
謝
野
鉄
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幹
の
企
画
に
よ
り
短
期
間
に
集
中
的
に
「
明
星
」
の
誌
面
を
提
供
さ
れ
た
こ
と
で
成
立
し
た
翻
訳
詩
集
で
あ
り
、
上
田
敏
に
馴
染
み
の
な
い

本
郷
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
も
こ
の
「
明
星
」
と
の
関
係
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
『
海
潮
音
L

刊
行
の
計
画
が
具

体
化
し
た
の
は
明
治
三
八
年
六
月
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
同
年
一

O
月
ま
で
の
短
期
間
に
編
纂
さ
れ
た
た
め
発
表
詩
だ
け
で
詩
集
を
構
成
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
初
出
未
詳
詩
を
編
纂
時
に
付
加
し
た
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
ら
れ
る
。
上
田
敏
が
翻
訳
に
際
し
依
拠
し
た
原
典

は
当
時
の
最
新
の
文
学
を
紹
介
し
た
啓
蒙
的
な
詞
華
集
や
評
論
で
あ
り
、

『
海
潮
音
』

の
翻
訳
詩
の
配
列
も
ほ
ぼ
そ
れ
に
準
拠
す
る
か
た
ち

で
、
上
田
敏
の
受
容
し
た
文
学
の
知
識
や
『
海
潮
立

P
全
体
の
構
成
を
考
慮
し
な
が
ら
、
先
述
の
三
法
則
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
る
。最

後
に
、
本
稿
は
基
礎
的
文
献
の
資
料
紹
介
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
上
田
敏
に
お
け
る
象
徴
主
義
理
解
の
実
相
、
明
治
三
八
年
の

時
点
に
お
け
る
海
外
文
学
紹
介
に
み
る
啓
蒙
性
、

「
明
星
」

と
の
繋
が
り
に
み
る
文
学
史
的
意
義
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し



、
た
い
。

注
本

品
目
語
二
氏
「
上
回
柳
村
の
『
海
制
一
首
』
」
（
可
日
本
に
お
け
る
外
国
文
学
』
上
告
所
収
、
昭
和
五

ο年
一
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
、
安
田
保
雄
氏
「
『
海

湖
昔
』
の
以
典
」
（
川
上
田
敏
研
究
！
ー
ー
そ
の
生
涯
と
業
績
』
〔
増
補
新
版
〕
所
収
、
昭
和
四
四
年
一
。
月
、
有
精
堂
）
日
付
。

｛
付
記
］

本
稿
は
昭
和
六
二
年
六
月
の
本
塾
芸
文
学
会
に
お
け
る
口
頭
発
去
を
も
と
に
改
訂
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、

は
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
槽
谷
昭
彦
先
生
の
ご
教
示
を
得
、
資
料
に
つ
い
て
島
田
謹
二
先
生
・
安
田
保
雄
先
生
・
森
亮
先
生
の
ご
助
言
を
得
た
。

資
料
は
京
都
大
学
・
国
立
国
会
図
書
館
・
日
本
近
代
文
学
館
に
便
宜
を
凶
っ
て
頂
い
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

本
文
中
に
お
け
る
引
用
文
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